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平成２２年度 各委員会活動報告書 

委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
・
強
化
委
員
会 

     ＜参加大会＞ 
① 第 47 回東日本都道県対抗大会 

・日程：７月１６日～１９日  

・会場：岩手県八幡平市上寄木グランド、

北海道は、開催県、東京都と同様に予選

会へは出場せず、本大会へ出場する。 
・宿泊先：岩手県八幡平市安比高原 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 第 65 回国民体育大会 
東北・北海道ブロック間代表決定戦  

・日程：８月２８日～２９日  

・会場：秋田県秋田市八橋運動公園 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜成果＞ 
 初代表の選手が活躍した、大会であった。

初日は、ブロック分け戦に挑む。昨年のＡ

決勝で闘った、東京都チームと対戦するも負

け、Ｂブロックへ。  

Ｂブロック決勝では、栃木県チームと対戦。

フィージーからの留学生（白鵬大学）が突破

役としてゲインラインをブレークして来るも

ののしっかりとディフェンスしていた。アタ

ックも随所にゲインをオーバーし、健闘した

ものの残念ながら敗れる。  

○1 回戦 ７月１７日ブロック分戦  

Ｖｓ 東京都１４－６７で敗れＢ決勝へ  

○Ｂ決勝 ７月１９日  

Ｖｓ 栃木県４７－２１で敗れ 準優勝  

 

＜課題＞  

セットからのオプション。 

 展開のスピードと 接点でのボール争奪戦

でのチームとしての経験が不足。  

 又、7 月の北海道選手権後、1 週間という厳

しいスケジュールのため、大会での怪我の

関係や会社への勤務調整など、選手・所属

チームの協力が必要である。  

 

 

 

＜成果＞ 運営方式変更から３年目にあたる

今年は、東北での開催（秋田県）となる。  

東北代表は、秋田県を破った岩手県との闘い。

セットプレイでは合宿の成果により充分な

闘いをしたものの、チームでのゲーム精度か

らか、接点でボールの継続ができず、フェー

ズを重ねとターンノーバーされるなど、ゲー

ムメイクの差で敗れる。   

Vs 東北代表 岩手県  ７－６０  

 

＜課題＞ 北海道代表チームとしてのゲーム

数少なくゲームマネージメントに差が出る。

チームの強み（ＦＷ3 列の走力、ＣＴＢの縦な

ど）を活かすプレイ不足。 

 東北代表を破り、国体本大会への出場を目

標に強化の改善（高校・大学との連携等）と、

ゲーム数の増加、その検証が課題。  
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委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 
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  ＜セレコン・強化へ向けた事業＞ 
③ 平成 22 年度委員会開催 

・日程：４月２４日（土）１４：００～  

・ 会場：開発工営社 会議室 

・    アスティー45 ビル 13 階 
・    札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 
 
 

   
 
 

④ 代表候補セレクションマッチ開催 
・ 日程：６月５日（土）１５：００～  

６日（日）１１：００～ 

・会場：札幌市月寒ラグビー場  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 第１回代表強化合宿 
・ 日程：８月２１日（土）～ 

２２日（日）  

・ 会場：江別市  

北海道立野幌運動公園ラグビー場  

・ 宿泊：北広島クラッセホテル  

 

 
 
 
 

⑥ 第１回女子７ｓ 
・ 日程：７月１０日（土） 

・ 会場：札幌市月寒ラグビー場  

 

 

 
＜成果＞高校・大学・社会人のセレクショ

ン・強化委員が集まり事業計画等について協

議し、特に女子ラグビーについて、話し合い

を持てたことが大きな成果であった。 
 
＜課題＞年間１回開催のため、高校・大学・

社会人・女子などの計画進行状況等の把握が

できないことから複数回の開催を検討した

い。 
 
＜成果＞関東協会セレクターが来札、セレク

ションポリシーについて、道内のセレクター

が集まり、前日にミーティングを実施した。

関東協会：荒井委員長、鵜沼委員が参加。 
社会人に大学生が加わり二つのチームに

分けゲームを行った。  
新人の力を確認できた。 

＜課題＞トレーニングレベルが低い選手も

多く見られた。 
月寒での開催であったが、モチベーションが

低く、代表へチャレンジするというのがあま

り見受けられなかった。 
 
 
＜成果＞国体北海道・東北代表決定戦へ向け

た直前合宿を行ったことでセットプレイの

精度向上が図られ、準備ができた。 
 ゲームでの方針やルール解釈などが図ら

れた。 
＜課題＞２日間の合宿に全員が参加出来な

かった点、２次以降のフェイズの確認にまで

時間が作れなかったことから、今後は回数や

時間を増やすことや他の情報ツールを使い、

時間の効率化を図ることが必要。 
 
＜成果＞北海道選手権記念大会として実施。

上磯バンビが主軸に、北海道バーバリアン

ズ、大曲 CC、北翔大学から選手が参加。 
初めてボールに触れた選手もいたが、随所に

素晴らしいタックルもあり、多いに盛りがっ

た。 
＜課題＞大会の継続開催。地域ごとの女子ラ

グビーの取組（小グループを取りまとめチー

ムの設立）など。 
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委員 
会名 

事 業 名 及 び 
実 施 月 日 

成  果  及  び  課  題 
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エ 

テ 
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１ レフリーソサエティ会議 

①  4月18日(日) 

 ② 7月2日(金) 

 ③ 1月8日（土） 

２ レフリー研修会 

① 6月11日～14日 

（帯広）国体予選（少年） 

② 7月2日～4日、11日 

（野幌他）北海道選手権大会

③ 7月25日～30日 

（江別他）北海道高校 

選抜大会 

④ 1月8日～10日（札幌） 

ＮＴＴセミナーセンター 

３ Ｃ級レフリー認定講習会 

  各地区毎に実施。 

 

４ ルール伝達講習会 

 

５ 各種大会へのレフリー派遣 

  大会主管理事からの要請に基づ

き必要人数を派遣。 

６ その他 

 ・主なレフリーのスケジュール確

認と調整。 

 ・ゲーム担当後のレフリーミーテ

ィングの実施。 

 ・Ｕシーバーの補充。 

 

・ 昨年度シーズン終了後に成果や課題等の検証を兼ねた委

員会の開催を実施し、反省に基づき第１回の研修を６月

の国体予選に位置付けることとした。 

・ 研修会全般としては、概ね所期の目的を達成して終える

ことが出来た。特に１月には、委員会指名の若手レフリ

ーに対する冬季の研修を実施し、意識向上に資すること

が出来た。 

・ 北海道選手権の帯同レフリーやレフリー割当、また講師

の配置などレフリー研修として考慮が必要である。 

・ 継続したレフリー評価、アセスメントの体制構築が

必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 
・ 北海道選手権大会、北海道高校選抜大会の監督主将会議

の時にルール伝達を行った。 

・ スケジュール調整が難しいため、早期に大会要項の送付

も含めて、担当理事からの正式な必要人数等の要請が必

要である。 

・ 今年も一部のレフリーに負担加重の状況が見られた。 

 （実働Ｂ級レフリーや若手レフリーの絶対数不足、北海道内ト

ップレフリーの高齢化）※極めて大きな課題である。 

 

 

年 
 

度 
 

反 
 

省 

・ 現役のレフリーも年々高齢化が進んでおり、早期に安定感のある若手レフリーの確保と、Ｂ級やＣ級レフ

リーの資質向上を図ることが課題である。 

  また、現役選手が積極的にレフリーを目指さなければ、走力やゲーム感覚等の影響も大きく、将来的に息

の長いトップレベルのレフリーを養成することが困難なため、各チームから有望な人員を多く推薦しても

らうことが不可欠である。 

・ 一人のレフリーに対する継続した評価をすることが資質向上のため必要であるため、今後その体制を確立

していくことが必要となる。 
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委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 
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ー 
 

 

チ 
 

 

委 
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ブラッシュアップ研修会 

 

期日 平成 22 年 6 月６日（土） 

会場 札幌市月寒屋外体育館会議室 

   月寒ラグビー場 

講師 増谷和夫 

   認定人数 7 名 

 

 

 

 

 

 

新スタートコーチ資格取得認定講習会 

 

期日 平成 22 年 8 月 22 日（日） 

会場 帯広市 帯広工業高等学校 

 

講師 増谷和夫 田村朋弘 増谷龍大 

 

受講者人数 24 名 

 

 

コーチ委員会 

 

期日 平成 22 年 11 月 6 日（土） 

会場 札幌 ホテル ハシモト 

 

コーチセミナー 

 

期日 平成 22 年 11 月 6 日（土） 

会場  札幌定山渓 

講師  中竹竜二 

参加者  32 名 

 

コーチ委員会 

 

期日 平成 23 年 2 月 6 日（日） 

会場 札幌 ホテル ハシモト 

・ 明治大学ＶＳ関東学院大学の試合を教材

１．世界で戦うプレーヤー像の視点からゲー

ム分析し所見を述べよ。 
２．攻防の原則または、スキル分析に基づい

てゲームを分析し、改善点を述べよ。 
  （1200 字） 
最終的に期日までにレポート提出者 7 名 
シーズンのはじめが良いと思い開催したが

結果的には受講生が少なかった。 
 
 
 
 
 

8 月開催をスクール指導者から要望があ 
り決まった。 
 受講生は、北見・美幌・札幌・帯広から参

加。何時も､冬の時期だが、今回はグランド

で暑かったが中身のある講習が出来た。十勝

の高校生にモデルをお願いしました。 
 
 
 
・ 本年度の事業報告 
・ 各支部の活動状況 
・ 第 2 回は、次年度の事業計画 
 
 
・ 夜遅い時間の講習で参加者が限定された

がコーチにとって実技も入り良かった。

 
 
 
 
 
 
 
・ 資格取得については、育成コーチ及び強

化コーチ資格希望者を１年かけて募る。 
・ スタートコーチについては、帯広、旭川、

 北見で実施予定。 
・ コーチ研修会を札幌にて講師を招聘し、

 ２３年度は実施する。 
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委員

会名 
事 業 名 及 び 実 施 日 成 果 及 び 課 題 

普 
 

 

及 
 
 

育 
 
 

成 
 
 

委 
 

 

員 
 

 

会 

 

【委員会会議】 

●第１回普及育成委員会 

期日 平成２２年５月８日（土） 

場所 ＪＲ北海道研修センター 

●第２回普及育成委員会 

期日 平成２３年１月９日（日） 

場所 ＪＲ北海道研修センター 

 

 

【タグラグビー指導者研修会】 

 

第１回 

期日 ５月２３日（日） 

会場 北広島市 

きたひろサンパーク多目的広場 

対象 タグラグビー指導希望者 

参加 １２名 

 

 

第２回 

期日 １０月２日（日） 

会場 北海道立野幌総合運動公園 

対象 タグラグビー指導希望者 

参加 １０名 

 

 

● タグエデュケータ資格講習会 

期日 平成２３年３月６日（日） 

会場 北広島市立大曲小学校 

対象 タグラグビー指導希望者 

参加 ２６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道協会主催招待試合】 

●関東学院ｖｓ明治 前座試合 

期日 ６月６日（日） 

会場 札幌月寒ラグビー場 

対象 

道央中学選抜ｖｓ道央スクール選抜 

 

 

 

 

委員会委員構成１７名 

（出席委員１７名） 

 

 

委員会委員構成１７名 

（出席委員１１名） 

 

 

 

 

＜成果＞ 

①少しでも多くの指導者養成を目的として開催を 2 回に分

け、小学生の授業に向けたタグラグビーの普及への基本コ

ンセプトと指導方法を実施。 

②タグ担当副委員長による各地での講習で底辺拡大を図れ

た。 

＜課題＞ 

①小学校教員への浸透が薄く、講習会の開催により今以上の

普及が急務。 

 

 

 

 

 

 

※ 日本協会事業 

＜成果＞ 

日本協会タグラグビー部門長の鈴木氏を講師に迎え、タグ

ラグビーの指導方法を基本から研修を行った。道内各支部に

おけるタグラグビーの中心的指導者を養成するために実施

した。 

 

＜課題＞ 

各支部でタグラグビーの普及度合いに温度差があるが、今

回の参加者がそれぞれの支部において小学校教員へのタグ

ラグビー・ティーチャー研修会を開催し、タグラグビーの普

及に努めることとする。 

 

 

 

＜成果＞ 

①中学生選手にとって観客の前でのゲームは大変励みにな

った。 
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委員

会名 
事 業 名 及 び 実 施 日 成 果 及 び 課 題 

普 
 

 

及 
 
 

育 
 
 

成 
 
 

委 
 

 

員 
 

 

会 

 

【各種大会】 

●第２９回北海道スクール中学生大

会 

●第２２回北海道スクール小学生大

会 

期日 ９月１８（土）・１９日（日）

会場 旭川市 カムイの杜公園 

多目的運動場 

 

参加者 小学生 １０チーム 

２３０名 

中学生  ８チーム 

９０名 

指導者   ７０名 

保護者  １５０名 

 

 

 

 

 

 

●第７回北海道小学生タグラグビー 

選手権大会 

（兼サントリーカップ第７回全国小学生

タグラグビー北海道ブロック大会）

期日 ２３年１月１０日（月） 

会場 北広島市総合体育館 

参加数  １２チーム 

選  手  １１４名 

帯同コーチ  ４０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● サントリーカップ 

第７回全国小学生タグラグビー 

決勝大会 

平成２３年２月２６日２７日 

会場 秩父宮ラグビー場 

「富良野へそタグズ」 

 

 

＜成果＞ 

①芝のコンディションも最高の状態のグランドを２面使用

し、参加人数も前年を上回った。 

②天候にも恵まれ、中学生は１８日１９日の２日間にわたっ

てのリーグ戦を行い、予選順位をもとに優勝決定戦とする

方法を取った大会となった。 

③小学生大会においても、親善試合では有りましたが元気一

杯のゲームとなった。 

④年1回の北海道全てのスクール選手による賑やかな大会で

あった。 

⑤毎年の事だが、各スクール共、熱心で献身的な 指導者と

保護者に支えられて継続されている大会として更なる発展

のためにスクール生拡大の必要性を認識した。 

 

＜課題＞ 

①ジュニアにあっては、安全対策を第１と考え１年生と２・

３年生カテゴリーを分けて実施する。更にスクール生不足

の折、１チームを編成できないスクールも有り、合同チー

ム編成での対戦となる事も現状では致し方ない。 

 

 

「支部予選参加チーム数」 

・函 館 ７チーム ・札 幌１４チーム 

・空 知 ４チーム ・富良野１４チーム 

・十 勝１６チーム 

計 ５５チーム 

＜成果＞ 

①支部予選チーム数は支部に増減はあるものの、昨年より総

数で１チーム増加した。だが、開催に至らなかったところ

が５支部あり、更に来年度実施に向け努力をしていく。 

②回を重ねるごとに選手のプレーも向上し、フルラグビーと

は別の魅力をもったタグラグビーの良さを存分に発揮し

ている。 

③会場の広い体育館に変更し、観客席もあり応援の保護者か

らも好評であった。会場は将来も継続の予定。 

＜課題＞ 

①学習指導要領に入ったこの時期に、小学校へのアピールを

道協会や支部協会との連携で積極的に進めていくべきで

ある。 

②実施していない支部もあり、２０１０年に向けて全支部の

実施を目指す。 

 

＜成果＞ 

① 予選プール 1勝 2 敗で 3グループのボウルトーナメント

出場 

② 石塚賞を受賞、「富良野へそタグズ」は、試合以外でも笑

顔で礼儀正しくまわりの人に接し、また試合中でもタグ

の受け渡しを丁寧にし、フェアープレーで気持ちの良い

チームであると総合的に判断され受賞した。 
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会名 
事 業 名 及 び 実 施 日 成 果 及 び 課 題 

普 
 

 

及 
 
 

育 
 
 

成 
 
 

委 
 

 

員 
 

 

会 

 

【強化合宿】 

◆第１次強化合宿  

8 月 29 日(土)～30 日(日) 

於：北海道バーバリアンズ定山渓グ

ランド 

参加 選手４０名 コーチ１９名 

◆第 2次強化合宿 

10 月 2 日(土)～3 日(日) 

於：野幌運動公園ラグビー場 

参加 選手２５名 コーチ１２名 

◆第 3次強化合宿 

11 月 6 日(土)～7 日(日) 

於：小樽望洋台グランド 

参加 選手２２名 コーチ１０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｕ―１５選抜北海道ジュニア合宿 

期日 ２３年２月１２・１３日（日）

場所 札幌市 定山渓 

北海道バーバリアンズ室内練習場 

参加選手３４名（スクール・中学校）

コーチ １０名 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果＞ 

ジュニア競技水準の向上を図るとともに、東日本ジュニア

スクール大会参加チームの選抜及び強化を目的として、３回

の強化合宿を実施した。 

① 選抜チーム指導員の定着が図られ、強化方針の共有が実

現した。 

② ミニ・ジュニアを中心としたスクール・クラブジュニア

チームの最終的な目標となり、参加のモチベーションも

年々向上している。 

① 交流会事業の合同練習会を含めて、北海道協会としての

ジュニア指導のスキームが確立した。 

 

＜課題＞ 

① ジュニア強化は選手数の増加が必須。中学生の競技人口

の拡大を図りたい。 

② ミニ・ジュニアの各チームの指導項目・方法等の共有化

を促進するため、道協会ＨＰ内に指導資料の共有フォル

ダの作成し、利用が図られている。 

③ 各スクール間が遠く競技力向上のための定期的な交流が

不足しており、合同練習会及び強化合宿のほかに、交流

事業を含めて実施したい。 

④ 高校のラグビー部との連携をはかり、普及および強化を

図りたい。また高校指導者との協力によって指導方法の

統一化を検討したい。 

 

 

 

＜成果＞ 

①3 月中旬に開催される「東日本 U15 選抜大会」に向けて、

道内スクールと中学校合同チームのセレクションを実施

する強化合宿となった。 

②スクール・中学校の枠を超えて北海道のジュニアラグビー

の基本コンセプトの共有化を指導者が確認できた。 
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会名 
事 業 名 及 び 実 施 日 成 果 及 び 課 題 

普 
 

 

及 
 
 

育 
 
 

成 
 
 

委 
 

 

員 
 
 

会 

 

【交流戦】 

●２２年度北海道中学生交流試合 

期間 ６月６日～１０月１７日 

 

会場  

野幌総合運動公園ラグビー場 

北海道バーバリアンズ定山渓グランド 

小樽望洋台グランド 

 

開催内容  

交流試合１０試合 

合同練習会（6/12～13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東日本スクール大会】 

１ｓｔステージ 

期日 10 月 17 日(日 

会場 青森市スポーツ広場ラグビー

場 

参加 北東北選抜、岩手選抜、北海道

選抜 

 

２ｎｄステージ 

期日 11 月 13 日(土)～15 日(日) 

会場 千葉県習志野ラグビー場他 

参加 東日本地域の選抜チーム（14 地

区） 

 

 

 

 

＜成果＞ 

道央地区のスクール・クラブ及び中学校チームが参加し、通

年にわたって交流試合を実施した。また、全道のチームを対

象に合同練習会を実施し、指導方針・方法の確認、選手の基

本スキルの向上ならびに道内対象チームの交流親睦を図っ

た。 

① チーム指導上大きな利点がある。マネジメントは大変だ

が今後も積極的に実施する。 

② ミニの試合も導入した、高学年にあってはモチベーショ

ンの高揚になった。 

＜課題＞ 

① 今年度の特徴として、全道的にジュニア選手の人数が少

なく、単独チームでの構成が困難なチームが大部分で、

合同チームの試合が増え日程調整に困難があった。 

② 学校行事および各チームや地区行事によって、今年度は

十分は交流試合が実施できなかった。 

＜次年度の取り組み＞ 

① 次年度も１２人制ラグビーでは、今年度同様選手の人数

が十分でないことから、７人制を導入、主たる大会競技

として位置づけたい。 

② ミニラグビーの試合数が全体に少ないことから、交流大

会に積極的に導入したい。 

③ 全道的な参加を即したい 

合同練習会を早期に実施し、基本的な指導方針の浸透を図り

たい 

 

 

＜成果＞ 

① 今年度のスクール３年生の人数が少なく、２年生が多数

選抜された。 

② １ｓｔステージの東北・北海道予選で 3 チーム中２位通

過。２ｎｄステージ「プレートトーナメント」では１勝

２敗でプレート４位の成績に終わった。 

＜課題＞ 

① 関東協会からの旅費補助金額が年々削減されており、運

営会計上非常に厳しいものとなっている。（選手負担増と

して） 

② 北海道選抜チームは年々強化の成果が見られるが、全国

的にレベルが向上しており、更なる指導方針の改善と、

選手の強化が必要である。 

③ 全国的に指導員の若返りが図られており、特に 30代の指

導員の登用を検討したい。 
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●第 1 回全国中学校ラグビーフットボー

ル大会 北海道予選会  
 
期日 6 月 11 日(金)～12 日(土) 
会場 月寒ラグビー場  
 
参加校 
函館ラ・サール中学校(22 名) 
立命館慶祥中学校(20 名) 
北嶺中学校(17 名) 
 
 
 

〈成果〉 
①初めての大会であったが、天候にも恵まれ

滞りなく実施できた。  
②年度の早い時期に大会を開くことにより、

チームの意識が多いに向上した。 
③参加 3 チームのリーグ戦を 2 日で実施す

るため、前半のみの変則的なリーグ戦を行っ

た。 
 
〈課題〉 
①3 校の参加であった。参加校の増加が課題

である。 
②変則リーグだと、条件が揃わない場合があ

る。 
③金曜日の試合はレフリーの確保が難しい。

 
〈試合結果〉 
6 月 11 日 月寒 G 
 函館ラ・サール 5-24 立命館慶祥 
 函館ラ・サール 7-5 北嶺 
 立命館慶祥 7-10 北嶺 
6 月 12 日 G 
 函館ラ・サール 0-14 北嶺 
 立命館慶祥 0-7 北嶺 
 函館ラ・サール 5-10 立命館慶祥 
  
 優 勝 北嶺中学校 
 準優勝 立命館慶祥中学校 
 第３位 函館ラ・サール中学校 
 
〈上位大会結果〉 

第１回北海道・東北中学校ラグビーフットボ

ール大会 

平成 22 年 7 月 18 日(土)～19 日(日) 

 秋田県新屋運動広場  

準決勝 北嶺 0-53 山形第一(山形) 

三決戦 北嶺 7-7 滝沢南(岩手) 
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●第 29 回北海道中学校ラグビーフットボ

ール大会 
 
期日 9 月 10 日(金)～12 日(日) 
会場 函館市根崎ラグビー場 
 
参加校 
函館ラ・サール中学校(22 名) 
立命館慶祥中学校(19 名) 
北嶺中学校(19 名) 
 
 
 

〈成果〉 
①参加数 3 チームであったが、選手たちの目

的意識は高く、年々質の高い試合内容に近づ

いている。 
②参加 3 チームなので予備日を追加して 3
日日程のリーグ戦で行った。体力面・安全面

からも妥当であった。  
③道協会、函館協会、ラ・サール中学校の関

係者の協力で滞りなく実施できた。 
④開閉会式の司会を運営を生徒が行うのは

教育上素晴らしい。 
 
〈課題〉 
①3 校の参加であった。参加校の増加が課題

である。 
②3 チームでリーグ戦を行うには、3 日間の

日程と会場の確保が必要である。 
③金曜日の試合はレフリーの確保が難しい。

 
〈試合結果〉 
9 月 10 日 根崎 G 
 函館ラ・サール 17-36 北嶺 
9 月 11 日 根崎 G 
 函館ラ・サール 17-10 立命館慶祥 
9 月 12 日 根崎 G 
 立命館慶祥 5-33 北嶺 
 優 勝 北嶺中学校 
 準優勝 函館ラ・サール中学校 
 第３位 立命館慶祥中学校 
 
〈上位大会結果〉 

第 5 回 東北・北海道中学校代表決定戦 

平成 22 年 9 月 25 日(土)～26 日(日) 

 岩手県盛岡南公園球技場 

準決勝 北嶺 59-0 滝沢南(岩手) 

決 勝 北嶺 0-55 秋田北(秋田) 
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北海道高等学校Ｕ１７強化指導講習会 

〈日本協会 Ｕ１７ブロックトレセン〉 

期 日 ５月１～５月３日 

会場  北見市南町河川敷Ａラグビー場 

    北見北斗高校 

 

 

 

普及指導講習会（１５人制交流大会） 

〈全国高体連ラ専門部 Ｕ１８交流会〉 

期 日 ５月１～５月３日 

会場  北見市南町河川敷Ｂラグビー場 

    北見北斗高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度北海道体育大会 

兼第 65 回国民体育大会北海道予選会(少

年男子の部)ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ競技第６５回

国民体育大会北海道予選会 

少年の部  

期 日 6 月 11 日(金)～14 日(月) 

会 場 帯広の森球技場 ２面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者 中竹 竜二 氏（日本協会） 

道 内 小野泰章・中澤孝弘・林英孝 

指導者 岸本泰輔 

参加者 生徒４５名 

〈成 果〉 

継続的な指導が参加選手からチームへ 

浸透している。 

 

指導者 浅井邦昭・福田彰一・佐藤幹夫 

 鈴木大介・成田正人・山内宣明 

 平間愼理・山口昴希・田村朋弘 

 中野茂樹 

参加者  生徒８０名 

レフリー５名 

（奈良・佐藤・野々川・大山・伊藤）

〈成 果〉 

選手は意欲的で能力も高く、全国大会に

向けて良い練習、試合ができた。 

 

 

 

会 場 帯広市 帯広の森球技場 

参加者 ４４０名 （引率含む） 

成 果  

 

〈成 果〉 

平成 16 年度から十勝支部で行っている

国体道予選も今年で７回目になる。17 年

度からは U17 のトーナメントも実施し、道

内高校生の競技力向上と普及活動につな 

がっている。大会運営ではポール設営、記

録等に十勝支部協会クラブ・大学委員会か

ら多くの協力を得ながら、スムーズに競技

進行することができた。 

〈課 題〉 

年々ラグビー部員の減少に伴い少年 

A,B の 8 支部代表トーナメントが難しく 

なり、少年 B は 20 年度、少年 A は 21 年度

から参加チーム数、支部割りを考慮しなが

ら大会方式を変更してきている。 

8 支部対抗戦 3 日日程においては選手

選考がしっかり出来る反面、支部によって

は経済的負担が大きいことから辞退する 

選手がいる現状である。 
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第３７回北海道高等学校選抜ラグビーフ

ットボール大会 

７月２７、２９、３０日 

野幌総合運動公園  

月寒ラグビー場 

 

優勝 札幌山の手高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２０回北海道高等学校１年生Ｕ１６ 

ラグビーフットボール大会 

期 日 ８月７（土）８日（日） 

会 場 北見市南町ラグビー場 

 

 

 

 

 

 

 

第６３回北海道高等学校ラグビーフット
ボール大会南北選手権大会 
期 日 ９月２１～２５日 
会 場 北見市モイワスポーツワールド 
    北見市東陵運動公園 
 
代表校 
南北海道 札幌山の手高等学校 

北北海道 遠   軽高等学校 

 

第１３回北海道高等学校セブンズラグビ

ーフットボール選手権大会 

期 日 １０月２、３日 

会 場 月寒ラグビー場 

    野幌運動公園（代表者会議） 

 

〈成果〉 

茨城県のつくば秀英高校・兵庫県の神戸

市立科学技術高校を招待し、道内各地区代

表１０校の合計１２チ－ムで実施いたし 

ました。 

道外の強豪校との交流による北海道地 

 区のレベルの向上を目指し、大会も３７回

を数えることとなりました。本年度から試

合経験を増やすねらいで予選リーグ・決勝

トーナメントと試合形式を変えました。 

 結果は、札幌山の手高校が優勝、神戸市

立科学技術高校が準優勝し、北海道地区も

レベルの向上が実感できる大会となりま 

した。 

 

Ｕ１６〈成果〉 

① 1 年生選手の交流、ゲーム理解、強化に

つながっている。 

② 安全面を配慮し、予選・決勝各 10 分ハー

フでの実施。 

〈課題〉 

① 参加チームの減少に伴う組み合せ方法

（今年１３チーム） 

② 試合以外の企画（北見在合宿中のトップ

リーガー講習会など 

 

〈成 果〉 

高校生ラグビーマンの目標である大会。 

 

 

 

 

 

 

 

〈成 果〉  

各地区の新人戦の予選と重なり厳しい 

日程の中、札幌支部の協力得て（大麻高校）

開催できた。 

〈課 題〉 

Ⅰ会場 

他地区での開催も検討の必要あり。 
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第１８回北海道高等学校ラグビーフット

ボール新人大会兼第１２回全国高等学校

ラグビーフットボール大会北海道予選大

会 

 

期 日 １０月２０、２１、２３日 

会 場 定山渓バーバリアンズグランド 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道高等学校Ｕ１６強化指導講習会 
〈日本協会 Ｕ１６ブロックトレセン〉 
期 日 １１月６、７日 
会 場 札幌市定山渓ラグビー場 
指導者 中竹竜二（日本協会） 

Ⅱ大会運営 

① チーム数の確保（９チームを確保し

たい） 

今年度の参加は６チームだった。 

② 協力校の負担増（札幌支部は地区新

人戦の日程で苦慮。） 

③ 大会日程を１日日程にする。 

   全国大会に習って来年度は１日日程 

にしたい。しかし、１日４試合が基本

となるため、参加選手の安全面などは

十分考慮。 

 

 

参加者 ２６０名 １２チーム 

 

〈成 果〉 

① 多くの協力を得て、大会初の１２チーム

による予選リーグ、決勝トーナメント方

式の大会を実施し成功した。 

② 試合数が増えたことにより、各チームの

強化や、北海道代表のセレクションが充

実した。 

〈課 題〉 

平日開催、試合増によるレフリーの人数

確保。 

開催日程（雪などの気候、各校の見学

旅行日程等） 

 

〈成 果〉 
今年度から日本協会が始めた事業であ 

り、オリンピック、２０１９ワールドカッ

プの代表適齢期である選手層に、現在の体

力数値を詳細に提示することで自己管理 
意識を持たせる良い機会であった。 

 
〈課 題〉 

北海道の短いシーズンにまた一つ事業 
が入り調整が必至である。 
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北海道高等学校Ｕ１７強化指導講習会 
期 日 １１月６、７日 
会 場 札幌市定山渓ラグビー場 
指導者 中澤、林、岸本 
 
 
 
 
第６回全国高等学校合同チーム大会 

期 日 ７月２６～２９日 

会 場 長野県上田市菅平高原 

Ｕ１７ 

（予選リーグ）    ７／２７（火） 

（決勝リーグ）ボウル ７／２９（木） 

Ｕ１８ 

（予選リーグ）    ７／２７（火） 

（決勝リーグ）カップ ７／２９（木） 

 
 
 
第６５回 国民体育大会 本大会  

期 日 １０月１日 

会 場 千葉県市原市スポレクパーク 

 
Ｕ１８ 東西対抗戦 １月８日 

出場選手 

湧  別高校 入江祥平 

札幌厚別高校 大西泰揮 小川雅矢 

札幌清田高校 三浦大昇 三浦寛輝 

       白畑 瞭 

小樽桜陽高校 佐藤 洋 

 

 
〈成 果〉 

５月北見、７月菅平の代表選手とバック

アップメンバー＋有望選手を招集し３月 
の関東遠征の候補選手の絞り込みができ 
た。 

〈課 題〉 
例年より１回多い選手招集となった。 
 

Ｕ１７ 

対 九州代表１９－１９ 

東海代表４１－ ０（予選 １勝１分）

対 東北代表 ０－３８ 

四国代表３１－１２（決勝１勝１敗） 

 

Ｕ１８ 

対 九州代表 ０－２４ 

東海代表 ５－１７（予選 ２敗） 

対 東北代表 ０－３８ 

四国代表３１－１２（決勝１勝１敗） 

 

結果 ７－２９ 島根県 

 

 

 

東軍 １２－１９ 西軍 

東軍監督 

札幌清田高校 猪股貴則 

〈成果〉 

 選手は７名と過去最多選出される、合同チ

ームの大きなモチベーションになってい 

る 
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委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

高 
 

 

専 
 

 

委 
 

 

員 
 

 

会 

 
第４６回北海道高等専門学校体育大会ラ

グビーフットボール競技 
兼 

第４１回全国高等専門学校ラグビーフッ

トボール大会北海道地区予選 
平成 22 年 10 月 9 日（旭川） 

 
 

第４１回全国高等専門学校ラグビーフッ

トボール大会 
平成 23 年 1 月 4 日～9 日（神戸） 

 
函館高専 対 旭川高専 

     110      0 
 
 
 
 
 
 
  2 回戦 函館高専 対 宇部高専 
       28      7 
 
  準決勝 函館高専 対 奈良高専 
       20      32 
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委員 
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学 
 

 
 

 

委 
 

 
 

 
員 

 
 

 
 

会 

平成 22 年度北海道地区ラグビーフ

ットボール学生連盟強化講習会 
 
開催日：平成 22 年 5 月 8 日，9 日 
 

会場：野幌ラグビー場  
 
〈成果〉 
（１） 参加者は 5 大学から 20 名．講師の石井信

輝さん（摂南大学准教授）と川口勉さん（東

芝ブレイブルーパス OB）を招き，昨年に引

き続き基本プレーの練習法やブレイクダウ

ンの攻防のポイントなどを学んだ． 
（２） 初日の講習会は，基本プレーの練習方法や

ラインブレイクやコンタクトについて攻守

それぞれの視点に立った練習を細かく指導

を受け，各チームとも参考になったと思われ

る．２日目は，ハンドリング（パス）やサポ

ートラン等の指導を受け，ポジション別では

ＦＷ：ラインアウト・スクラム、ＢＫ：パス・

ランニング・キック処理の練習，最後に体幹

トレーニングを行った．参加学生は例年以上

に意欲的に取り組み，短期間で自身の成長を

感じた学生も数多くいたのではないと思わ

れ，実りある講習会となった． 
 
〈課題〉 
（１） 講習内容について，事前に学生から要望を

聞き，その要望から講習内容を決めて参加募

集する計画で進めたが，年度代わりの時期で

もあったため予定より講習内容の告知が遅

れ，さらに行事等が重なり参加できない大学

があったため，参加人数が昨年より減少し

た．次年度は日程調整を検討する必要があ

る． 
（２） 講習内容は，昨年度から上乗せする内容で

あったが，大学ラグビーのレベルアップを図

るためには，さらに上乗せを図れるような方

策（参加者の半数は前年度参加者にし，それ

らは参加費も半額程度にするなど等）を検討

する必要があると思われる．  
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委員 
会名 
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学 
 

 
 

 

委 
 

 
 

 
員 

 
 

 
 

会 

第  12 回北海道地区大学セブンズ

ラグビーフットボール大会 
 
開催日：平成 22 年 7 月 25 日（日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 40 回北海道地区大学選手権大

会 兼 第 18 回全国大学選手権大

会予選 兼 第 61 回全国地区対抗

大学大会北海道予選会  
 
開催日：平成 2２年 9 月 20 日～10
月 24 日 
 
 

 

会場：月寒ラグビー場  
 
〈成果〉 
（１） 6 チームが参加した 1 部は道都大学 A が優

勝．7 チームが参加した 2 部は道都大学 B が

優勝した．道都大学は 2011 年 5 月に秩父宮

ラグビー場で開催される東日本大学セブン

ズ大会に北海道代表として参加する．なお１

部は３チームずつのリーグ戦＋順位戦方式

で実施した． 
（２） 毎年．この大会が月寒ラグビー場で開かれ

ることで，選手の参加意欲，モチベーション

は高まっている． 
（３） 専修大学北海道短期大学部と旭川医大は，

インカレには参加せず（旭川医大は合同チー

ムとして参加）このセブンズ大会にのみ参加

した． 
（４） 毎回参加してくれるレフリーが多く，レフ

リー間の交流も深まっている． 
 
〈課題〉 
（１） 全国大会へ出場できる１部への参加が少

ない． 
（２） プレヤー以外，すなわち一般観客にも足を

運んでもらえるような工夫が必要である． 
 
 

会場：各地区のグラウンド，帯広の森ラグビー場，

小樽望洋台グラウンド，野幌ラグビー場，月寒ラ

グビー場 
 
〈成果〉 
（１） 参加チームは１部リーグ６校，２部トーナ

メント１４チームで，前年と同数であった．

２部には３チームが合同チームとして参加

した（前年は１チーム）． 
 
（２） 結果， 
  １部： 優勝 北海道大学  
     準優勝 道都大学 
  ２部： 優勝 北海道教育大学函館校 
     準優勝 北海道教育大学札幌校 
         岩見沢校合同チーム 
    入れ替え戦の結果， 
       １部と２部の入れ替えなし 
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 （３） 全国大会 
    ・東北北海道地区代表決定戦 

北海道大学 43-5 東北学院大学 
    ・関東第５代表決定戦 
      筑波大学 62-0 北海道大学 
    ・全国地区対抗大学ラグビー大会 
      徳山大学 45-15 道都大学 
（４） １部は３人レフリー体制に加え，メディカ

ルと水係がビブスを着用することとし，公式

戦の緊張感を得ることができた． 
（５） 集中開催は札幌の他，帯広と小樽で行っ

た．支部の方々の協力を得てすべていいゲー

ムが実施できた． 
（６） 月寒ラグビー場での最終ゲームは，例年同

様，すべて接戦が展開され，人数は少ないが

一般観衆の定着化も進んでいる． 
 

〈課題〉 
（１） ２部の試合で人数不足によるキャンセル

が１件あった．また，１部２部ともに，１５

人以下での試合を余儀なくされるケースが

あった．部員数が少ないチームのモチベーシ

ョンを下げない工夫も必要である． 
（２） 公式戦に参加する姿勢が見られないチー

ムがまだ多い．ただし，プログラムの掲載写

真や試合会場におけるマナーは前年よりは

改善されていた． 
（３） トップリーグの開催日が早くわかると，試

合日程，場所を決める上では助かる．高校の

大会と日程が重なる場合のレフリー依頼が

毎年ながら困難であった． 
（４） １部上位チームと他チームとの差が開き

つつある． 
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委員 
会名 
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社
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ク
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第 36 回北海道クラブラグビ

ーフットボール選手権大会兼

第 20 回東日本クラブラグビ

ートーナメント大会北海道予

選会 
 
平成 22 年 5 月 23 日 
    ～ 

平成 22 年 10 月 10 日 
 

【北海道トップリーグの部】 

－平成 22 年 5 月 23 日－ 
 OTARU R.F.C 3 対 24 サッテツクラブ（小樽市望洋） 
 上磯ラガー 0 対 94 北海道バーバリアンズＡ  
                  （北斗市運動公園） 
 
－平成 22 年 6 月 13 日－ 
 上磯ラガー 45 対 10 OTARU R.F.C（函館市根崎） 
 北海道バーバリアンズＡ 92 対 14 サッテツクラブ 
                  （札幌市定山渓） 
 
－平成 22 年 7 月 25 日－ 
 サッテツクラブ 20 対 27 上磯ラガー 
 北海道バーバリアンズＡ 76 対 5  OTARU R.F.C 
             （上記 2 試合とも札幌市定山渓） 
 
＜北海道トップリーグの部順位＞ 

 優勝 北海道バーバリアンズＡ（3 勝） 
 2 位 上磯ラガー（2 勝 1 敗） 
 3 位 サッテツクラブ（1 勝 2 敗） 
 4 位 OTARU R.F.C（3 敗） 
※優勝した北海道バーバリアンズが東日本トップクラブリー

グの出場資格を有しているため、２位の上磯ラガーが北海道

代表として東日本クラブラグビートーナメント大会へ出場。 
 上磯ラガーは 11 月 14 日に埼玉県熊谷市で YC＆AC（首都

圏１）との同トーナメント大会準決勝に臨むも、19 対 62 で惜

しくも敗退となった。 
 
【北海道チャレンジリーグの部（道北・道東ブロック）】 

－平成 22 年 8 月 29 日－ 
 とかチェス 59 対 5 ASAHIKAWA（帯広市十勝川河川敷）

OKHOTSK BLUE R.F.C 44 対 15 釧路・岩見沢ラガー 
                  （北見市東陵公園） 
 
－平成 22 年 9 月 5 日－ 
 とかチェス 29 対 7 OKHOTSK BLUE R.F.C  

釧路・岩見沢ラガー 65 対 22 ASAHIKAWA 
          （上記 2 試合とも帯広市帯広の森） 
 

－平成 22 年 9 月 12 日－ 
ASAHIKAWA 10 対 57 OKHOTSK BLUE R.F.C 

（留辺蘂町旭運動公園） 
 釧路・岩見沢ラガー 17 対 70 とかチェス 

              （釧路市釧路川河川敷） 
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 ＜チャレンジリーグの部（道北・道東ブロック）順位＞ 

1 位 とかチェス（3 勝） 

2 位 OKHOTSK BLUE R.F.C（2 勝 1 敗） 

3 位 釧路・岩見沢ラガー（1 勝 2 敗） 

4 位 ASAHIKAWA（3 敗） 

 

【北海道チャレンジリーグの部（道央・道南ブロック）】 

－平成 22 年 8 月 29 日－ 
 札幌クラブ 38 対 26 北海道バーバリアンズＢ 
 ＦＦクラブ 17 対 86 Bulldogs  
              （上記 2 試合とも江別市野幌） 
 
－平成 22 年 9 月 5 日－ 
 札幌クラブ 30 対 12 ＦＦクラブ 
 北海道バーバリアンズＢ 83 対 0 Bulldogs 
             （上記 2 試合とも札幌市月寒） 
 
－平成 22 年 9 月 12 日－ 
 Bulldogs 7 対 24 札幌クラブ （函館市根崎） 
 北海道バーバリアンズＢ 90 対 5 ＦＦクラブ 

（札幌市月寒） 
 
＜チャレンジリーグの部（道央・道南ブロック）順位＞ 

1 位 札幌クラブ（3 勝） 

2 位 北海道バーバリアンズＢ（2 勝 1 敗） 

3 位 Bulldogs（1 勝 2 敗） 

4 位 ＦＦクラブ（3 敗） 

 
【チャレンジリーグの部 決勝】 

－平成 22 年 9 月 26 日－ 
とかチェス 49 対 5 札幌クラブ（札幌市月寒） 

 
※とかチェスが北海道チャレンジリーグの部で優勝し、トッ

プリーグ４位の OTARU R.F.C との入替戦の権利を得る。ま

た、同部準優勝の札幌クラブがトップリーグ３位のサッテツ

クラブとの入替戦の権利を得る。 
 
 
【入替戦】 

－平成 22 年 10 月 10 日－ 
① サッテツクラブ 75 対 0 札幌クラブ 
② OTARU R.F.C 18 対 15 とかチェス 
          （上記 2 試合とも小樽市望洋） 

 
※サッテツクラブと OTARU R.F.C が北海道チャレンジリー

グ優勝・準優勝の２チームをそれぞれ破り、次年度北海道ト

ップリーグ残留決定となる。 
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 ＜総 評＞ 

今年度は、出場チームが前年度から２チーム増え、北海道

トップリーグ４チーム、北海道チャレンジリーグ４チーム×

２ブロックの合計１２チームの参加により大会を実施するこ

とができた。 
道トップリーグでは、すでに全国的に強豪クラブとして知

られている北海道バーバリアンズＡが、その実力を発揮し、

圧倒的な力の差を見せて優勝を果たした。東日本クラブトー

ナメント大会の出場権をかけた戦いは、上磯ラガー対サッテ

ツクラブ戦で決することとなり、試合終了間際まで同点かと

思わせる拮抗した内容であったが、最後まで集中力を保った

上磯ラガーが残りわずかの時間に勝ち越しトライを決め 2 位

の座を確保、本大会の出場権を獲得した。 
道チャレンジリーグでは、とかチェスがＦＷ・ＢＫともに

充実しており、安定した戦いぶりで道北・道東ブロックを制

した。とかチェスは、チャレンジリーグ優勝決定戦でも、前

年度の同リーグ優勝チームで道央・道南ブロックで 1 位とな

った札幌クラブを圧倒し勝利をものにした。 
北海道の広いエリアを移動しての試合では、選手やスタッ

フの負担が大きい中、各チームの努力で大会を行う事ができ

た。 
 

＜大会運営に関して＞ 

道トップリーグに関しては、ここ数年同様の形態で実施し

ていることもあり、ほぼ順調といえる大会運営ができたもの

の、競技運営にあたるスタッフが同会場で試合をするクラブ

の選手や自チームのスタッフを兼ねている場合もあり、いつ

もぎりぎりの人数での大会運営となっている。 
また、道チャレンジリーグでも、運営にあたるスタッフの

人手不足は顕著で、各地区のクラブ委員だけでは試合を支え

ることは難しく、各支部の役員やその他チーム関係者の皆さ

んに支えていただき運営することができた。 
なお、レフリーの割り付けに関しては、道協会レフリー委

員会並びに各支部のレフリー委員会のご協力で有資格者の手

配をしていただいた。高校や大学、クラブの大会等、試合日

程が重なる中、各レフリーの皆さんの負担は大きく、社会人・

クラブ委員会として改めて感謝申し上げる。 
 
＜課題等＞ 

 前記のとおり、慢性的な競技運営スタッフ不足は深刻であ

る。各クラブにおいても、メディカルサポーターや水係、ボ

ール係や記録係など、試合を行うには、選手のほかにも試合

を支えるチームスタッフが必要であり、それら人員の確保に

苦労しているのが現状である。 
今後は、プレーヤーの確保はもとより、クラブや大会を支

える担い手の育成が重要な課題である。 
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第 7 回東日本トップクラブリ

ーグ（ディビジョン１） 
 

平成 22 年 9 月 12 日 
（札幌市月寒） 

 
平成 22 年 9 月 26 日 

（札幌市月寒） 

関東協会主催の東日本トップクラブリーグ２試合が札幌市

月寒屋外競技場において開催された。 
 
北海道バーバリアンズ 15 対 5 駒場ＷＭＭ 

         

 

北海道バーバリアンズ 16 対 16 三鷹オールカマーズ 

         

 
※北海道バーバリアンズは、9/12 に駒場ＷＭＭに勝利したあ

と、三鷹オールカマーズ戦では引き分けとなる。 
その後、道外で行われた 2 試合を 1 勝 1 敗で終え、リーグ 5

チーム中 2 位の成績で、同 1 位のタマリバ（神奈川県）との

優勝決定戦（決勝）に臨むことになった。 
11/21 に東京秩父宮ラグビー場で行われたタマリバとの東

日本トップクラブリーグ決勝では、北海道バーバリアンズが

ＦＷ戦で優位に立ち、終始攻勢に試合を運び 40 対 24 で勝利

する。北海道バーバリアンズは同リーグ戦初優勝。東日本ト

ップクラブリーグの前身の東日本クラブ選手権大会を含める

と 8 年ぶり 3 回目となる東日本クラブの頂点である。 
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１、メディカルサポーター養成・更新講習会

平成２１年４月１７日 旭川支部（林） 

  平成２１年７月２日札幌、全道大会前日（森） 

 

 

 

 

２、グラウンドドクター派遣 

５月１～３日 

北見 合同チーム交流大会兼普及指導講習会

（荻原） 

６月６日 

札幌 協会招待試合（林、森、本間、白石） 

６月 11、12、14 日 

帯広 国体予選少年の部（１名） 

７月 3，4，11 日野幌 

千歳 苫小牧 定山渓 

北海道ラグビーフットボール選手権大会 

（総計 １０名） 

８月 1，4，7，10，13 日 

野幌 東日本医科大学体育会（総計１０名） 

９月１９日 

札幌 ジャパントップリーグ 

（林 本間 白石） 

９月 18、19 日 

旭川 スクール大会（ 辻 原） 

９月 22～25 日 

北見 高等学校南北選手権兼北海道予選会 

（荻原） 

10 月 9 日 

旭川 全国高専大会予選会（林） 

 

３、安全推進講習会    

３月１４日 函館支部開催 

（函館ラグビーハウス 三浦）   参加２０

３月２８日 帯広支部開催 

（帯広市民農園サラダ館 田村）  参加１３

４月３日 札幌支部開催 

(札幌市ちえりあ 平野）     参加９９

４月１０日 空知支部開催 

（芦別アンシントンホテル 坂東） 参加１０ 

４月１７日 旭川支部開催 

（旭川農業会館 林）       参加３５ 

       根釧支部開催 

（中標津町文化会館 三ヶ田）   参加１８ 

４月２５日 北見支部開催 

（北見北斗高校  浅井）     参加 ２０

６月６日 札幌支部開催 

（札幌市ちえりあ 平野）     参加  ９  

安全対策上の問題点については、内容がメディカ

ルサポーター養成講習と安全推進講習と同様なもの

となり差別化が難しくなっている。 

並行して講習会を行うのは講師確保の点から、あ

るいは時間的にも困難になりつつある。 

 

 

 

グラウンド Dr 派遣について、今後とも努力して

いくが、地域の医師不足と同様に確保が困難となっ

ている。 

 このような中で北海道ラグビーフットボール協 

会推薦で日体協のスポーツドクターの資格を２名 

が習得している。今後もこういったラグビーに理解

のある Dr を養成していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度も全てのチームが安全推進講習会

受講した。 

 毎年開催されると思われ今後とも各支部の関係

者各位にはご尽力を賜りたい。 



 

平成 22 年度 広報委員会活動報告書 

委員 

会名 
事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

広 

報 

委 

員 

会 

1. ホームページによる情報発信 

2. マスコミ対応 

3. 地域向けの広報活動 

4. 有料試合及び大会での広報活動 

 

＜活動内容＞ 

1.ホームページ情報発信 

1.1 目的 

・ 競技者、協会組織員、関係者、家族、ファン及

び社会へ活動の公開と情報共有化並びにダイ

レクトコミュニケーション 

・ マスコミ報道の誘導 

 1.2 内容 

・ 運営管理、メンテナンス 

・ 各委員会との連携による試合内容・日程・結果

の情報発信 

・ 有料試合のプロモーション 

2.マスコミ対応 

 2.1 目的 

・ 報道関係者との関係構築による協会への理解

促進及び記者の関心事の把握 

2.2 内容 

・ 協会情報、事業計画及び大会・イベントなどの

報道資料の提供 

・ イベントの共催、協賛広告出稿 

3.地域向け広報活動 

 3.1 目的 

・ 地域・自治体・公的機関との関係構築 

・ 広告協賛及び有料試合チケット販売促進 

3.2 内容 

・ 大会、イベントの情報発信 

・ 有料試合ポスターの掲示 

・ 有料試合におけるチケット販売 

4.有料試合及び大会での広報活動 

・ ポスターの作成、掲示並びに配布 

・ 記者会見、会見レポート作成 

・ 協賛企業の広告掲載 

＜課題＞ 

・ 情報提供システムとして、ホームページのトッ

プページに月間スケジュール表を掲載し、大会

担当者からの情報提供と管理者の情報入手の

確認が随時できるようにし、全ての情報をタイ

ミングよく発信したが、今後も関係者に周知を

図り活用する。 



（別紙１） 

平成２２年度 ゴールデンオールディーズ委員会活動報告書 

委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

ゴ
ー
ル
デ
ン
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ 

＊６月５日（土） 
第 1 回ゴールデンオールディーズ委員会 

＊６月６日（日） 
招待試合  

関東学院大学対明示大学 
競技役員にて協力 

＊９月１８日（土） 
第２回ゴールデンオールディーズ委員会 

＊９月１９日（日） 
招待試合  

サントリ－サンゴリアス 
対ＮＥＣグリ－ンロケット 

競技役員にて協力 
 

＊競技役員として大会運営に参加 
＊会議を持ち意見交換ができた 
＊札幌を中心に新会員が増えている。全道に

声をかけ、ラグビ－の普及、大会への協力を

もっと活発に出来る体制を作らなければな

らない 



（別紙１） 

平成２２年度 各委員会活動報告書 

委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

規 
 

 
 

 

律 
 

 
 

 

委 
 

 
 

 
員 

 
 

 
 

会 

 

第１回規律委員会 

日時 平成２２年７月１０日（土） 

場所 月寒競技場会議室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２回規律委員会 

 日時 平成２２年７月２８日（水） 

 場所 ㈱開発工営社会議室 

 

【議事内容】 

１． 第 40回北海道ラグビーフットボール選

手権大会（野幌ラグビー場 平成 22 年 7

月 4 日準決勝）における、北海道バーバ

リアンズ対サッテツクラブの試合におい

て、サッテツクラブの選手が、北海道バ

ーバリアンズの選手に殴打されたことに

対して申し出があり、緊急の規律委員会

を開き協議した 

２． 規律委員会では、申し出のあった殴打

については、現認はされていないが、事

実とすれば、1 試合で 2 度も殴打し、シ

ンビンを命じられている。（当該選手は後

半にラフプレー（殴打）によりシンビン

を命じられている） 

次回のゲームについても係る行為が

発生することが懸念されることでもあ

り、また北海道のチャンピオンを決める

大事なゲームで注目度の高い試合であ

ることから、当該選手については、次回

の試合（決勝戦）は出場停止の処分とし、

チームに対して文書で通告した。 

また、規律委員会では、受傷者の手当を行っ

たマッチドクターの意見を聴取、また関係チ

ームおよび選手から状況等の聴取・確認を行

ったうえで、再度規律委員会を開催すること

を決定した。 

 

 

【議事内容】 

１．7 月 4 日の北海道ラグビーフットボール

選手権準決勝における、申し出にあった殴

打の状況等について両チームおよび選手

から聴取・確認を実施したあと、同日規律

委員会を開催し、処置を決定した。また、

北海道バーバリアンズについては、7 月 11

日の北海道ラグビーフットボール選手権

決勝戦において、再び「不正なプレー」に

より退場者を出すに至った経緯について

も協議した。 

２．北海道バーバリアンズの殴打したとされ

る選手に対しては、ドクターの所見も含め

て粗暴な障害行為があったと認識し、看過

できないと判断したが、物的証拠不明につ

き、文書による「厳重注意」とした。 

 



 
委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

規 
 

 
 

 

律 
 

 
 

 

委 
 

 
 

 

員 
 

 
 

 

会 

  

３．7 月 11 日の北海道ラグビーフットボール

選手権決勝戦対北海道大学戦において、前

半 30 分寝ている選手の胸部を故意に踏み

つける行為でシンビン、その解除直後に危

険なハイタックルをして退場処分となっ

た北海道バーバリアンズの選手に対して

は、4 週間の「対外試合出場停止」とした。

４．北海道バーバリアンズに対しては、同様

の行為が二度と起こらないように、チーム

としての具体的な「再発防止計画書」を提

出させることとした。  

 

【課題】 

 「殴打などの粗暴なプレー、不正なプレー

はラグビーフットボールの健全な発展の妨

げになることをチーム責任者、選手各自が再

認識する必要がある。」 

 



（別紙１） 

平成２２年度 各委員会活動報告書 

委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

財 
 

 
 

 

務 
 

 
 

 

委 
 

 
 

 
員 

 
 

 
 

会 

 
① 北海道選手権大会記念 T シャツ＆ポロ

シャツの販売  
② オフィシャルネクタイの販売  
③ 写真データの販売 

 
① ４０回大会記念Ｔシャツ＆ポロシャツ 
は、基本デザインから好みのデザインをチ

ーム単位で選択してチーム名を入れたも 
ので注文を受けました。１１チーム及び役

員、レフリーソサエティーから注文を受 
け、５００余枚を販売することができ、 
差引３０万９千円の収益を上げることが 
できました。 
大会当日にはお揃いのシャツを着用して

もらい、４０回記念大会を大いに盛り上げ

てくれました。 
② オフィシャルネクタイは、６本  
③ 写真データ販売は、ある程度の注文を期

待していましたが、数件に留まり結果を全

く残せませんでした。  
なお、オフィシャルネクタイは現在６本

在庫しています。希望者には即販売できま

す。 



（別紙１） 

平成２２年度 各委員会活動報告書 

 

委員 
会名 

事 業 名 及 び 実 施 日 成  果  及  び  課  題 

北 
 

海 
 

道 
 

選 
 

手 
 

権 
 

大 
 

会 
 

検 
 

討 
 

委 
 

員 
 

会 

 
第４０回北海道ラグビーフットボール選

手権大会記念事業 
 
・記念祝賀会 

期日 ７月２日(金) 
 会場 アサヒビール園 

 
 
・大会当日 
 
 
 
 
・記念試合 
  期日 ７月１０日(土) 
  会場 月寒ラグビー場 
  内容 ラグビーボールと遊ぼう 
     小学生タグラグビー 
     女子タグラグビー 
     ミニラグビー 
     女子セブンズ 
     不惑ラグビー 
     出店・おやつの掴みどり 

 
 
 
 

来賓として関東協会 水谷理事長ほか関

係者９０名ほどの参加者を得て、本大会の思

い出についてトークショーを行い参加者一

同がそれぞれに交流を図っていた。 
 
 全試合においてアフターマッチファンク

ションを実施し、エール交換及びマンオブザ

マッチを選出し記念品を贈呈した。 
 
 
 小雨交じりのあいにくの天候であったが、

参加者はそれぞれ種目で大いに楽しんでい

た。 
 特に、本道では初めてとなる女子セブンズ

は、パス・タックル・エリアマネージメント

など目を見張るものがあり大いに注目を集

めた。 
 また、子供たちがおやつの掴みどりなどで

歓声をあげ楽しんでいる様が印象的であっ

た。 
 可能であれば組織を整備し、次年度以降も

北海道選手権大会の決勝前日にこのような

イベントを開催しラグビー競技のアッピー

ルを図っていければとの感想を持った。 


